



















ヨーロッパの言語共通参照枠である“Common European Framework of Reference for









































































Language Test Development and Examining”（ALTE２０１１）、CBTに関する国際テスト委員会





















リーに該当する JFSの A１‐A２の Can-do 一覧から、具体的なCan-do 例を選定する。


























































































































実際的なレベルに分けることが可能だとされていること（Council of Europe ２００４：３２）によ
る。
さらに、問題ごとに JF Can-do 一覧や、同対象者のために生活場面に絞り同時開発中だった
「JF生活日本語Can-do」一覧からCan-do 例を選定することで、場面・トピック、言語活動






















































































































































や問題が実際の生活の言語活動を正確に表す situational authenticity と、受験者がタスクにか
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